スクイークの利用　車　椅　子

“One laptop per child”という事業が行われますが、全ての子供たちにラップトップをというコンセプトです。これは教育のプロジェクトであって、・・・・・子供たちは学ぶことを学ばねばなりません。これは主として（ラップトップとの）触れあい、すなわち様々なものを作り、コミュニケートし、そして表現する能力によってもたらされる情熱を通して獲得されます。一見難解なコンピュータのプログラムを書くこと、は実際子供たちが考えることについて考えるようになる早道なのです。同様に、デバッグ作業は学ぶことを学ぶようになる早道です。
Etoysは、世界的なオーサリングと学習環境ですということです。

詳しくはhttp://wiki.laptop.org/go/One_Laptop_per_Child/lang-ja。

ＯＬＰＣに採用されたスクイークというソフトは別の団体が開発したもので、その公式サイトでは、スクイークについて以下のように紹介されています。

スクイークはメディアオーサリングツールです。ダウンロードして自分でメディアを創ったり、人と楽しんだりすることができるソフト・・・ということです。

ＯＬＰＣのＳｑｕｅａｋＥｔｏｙｓにＤｒｉｖｅａＣａｒ(正式名称ではないかもしれません)が標準的に採用されたいきさつはわかりません。それは、プログラム学習との相性によるかもしれません。しかし発展途上国の子供を対象としたコンセプトからすると、車以外のものでも良いように感じます。

そこで車を車椅子とか未来の乗り物を取り扱うように、車の素材を他のもに置き換えた利用が効果的だと思います。

例えば、図１のような車椅子に置き換えたり、図２、図３のような未来の乗り物に置き換えた教材を作るということです。

図１のような素材は、一見して車椅子とはわかってもらえないので、サイコロの展開図を利用して、車椅子を前、後、両横、上、下から見た図を想像してもらうようにしたものです。

図２はＦ１カーの空力実験を表現したものです。

図３は未来乗り物のつもりで作ったものです。
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　　図１　
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図２　　　　　　　　　　　　　　　　　　図３

図４は車椅子が急な傾斜のところはあがれないことを表現したものです。ただし物理的なプログラムではなく、他の機能で代替して作りました。物理的なプログラムの方法がわからないからですが。

図５は、素材が動きながら和音を奏でるものです。

図６は車椅子によるダンスとその軌跡です。
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